
議案第 42 号 

 

   辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

 

 次の辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定することについて、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和 37 年法律第

88 号）第３条第１項の規定により、本議会の議決を求める。 

 

 

令和３年６月 10 日 

 

                                      三朝町長  松 浦 弘 幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

   辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定した辺地 

小鹿辺地 

高勢辺地 

竹田辺地 

 



 



  

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
書
（
案
）

 

        

鳥
取
県
三
朝
町

 



   １
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
総
括
表
）

 

（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
）

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
単
位
：
千
円

 

区
 
 
 
 
 
 
 
分

 
事
 
業
 
費

 
財
 
源
 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備
 
 
 
考

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

小
鹿
辺
地
（
中
津
、
神
倉
、
東
小
鹿
、
西
小
鹿
、
岩
本
、
井
土
、

波
伯
山
）

 
38
6,
90
0
 

17
5,
80
0
 

21
1,
1
00

 
21
1,
1
00

 
 

高
勢
辺
地
（
鉛
山
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
福
吉
）

 
 
11
1,
50
0
 

63
,2
00

 
48
,3

00
 

48
,3
00

 
 

竹
田
辺
地
（
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
大
谷
、
三
軒
屋
、
田
代
、

下
畑
、
下
西
谷
、
上
西
谷
、
福
本
、
福
山
）

 
32
3,
00
0
 

14
6,
00
0
 

17
7,
0
00

 
17
7,
00
0
 

 

計
 

82
1,
40
0
 

38
5,
00
0
 

43
6,
4
00

 
43
6,
4
00

 
 

 



小
鹿
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 
 

 
小
鹿
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
3
3
3
人

 
 
面
積

 
4
0
.
3
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
) 

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
中
津
、
神
倉
、
東
小
鹿
、
西
小
鹿
、
岩
本
、
井
土
、
波
伯
山

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 
 

 
 

 
 

 
 
西
小
鹿

 

 
(3

)
  
辺
地
度
点
数

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

12
3
 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
) 

道
路

 

 
ア
．
町
道

 

 
 
・
町
道
井
土
線
改
良
舗
装
事
業
（
井
土
）

 

当
路
線
は
、
県
道
と
井
土
集
落
を
結
ぶ
唯
一
の
生
活
道
路
で
す
が
、
幅
員
が
狭
く
路
面
の
陥
没
や
舗
装
面
の
劣
化
等
も
多
く
み
ら
れ
、
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が

 

あ
る
こ
と
か
ら
、
路
肩
の
補
強
、
路
面
及
び
路
盤
の
改
良
工
事
を
行
い
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 
 

 

・
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
小
鹿
工
区
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
高
勢
地
区
と
小
鹿
地
区
を
結
ぶ
路
線
で
す
が
、
急
峻
な
山
あ
い
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
切
土
の
法
面
が
多
く
、
改
良
か
ら

4
0
数
年
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

落
石
な
ど
が
発
生
し
、
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行

の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 
 
・
町
道
西
小
鹿
下
荘
線
改
良
舗
装
事
業
（
西
小
鹿
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
県
道
と
西
小
鹿
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
路
で
す
が
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
路
面
の
陥
没
や
舗
装
面
の
劣
化
、
擁
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
な
ど
が
み
ら
れ
、
車
両
の
通
行

に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
肩
の
補
強
、
路
面
及
び
路
盤
の
改
良
工
事
を
行
い
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

  
 
イ

.林
道

 

 
 
・
林
道
若
桜
江
府
線
災
害
防
除
等
整
備
事
業
（
中
津
）

 

 
 

 
中
津
集
落
は
、
鳥
取
市
と
接
す
る
本
町
の
最
奥
部
集
落
の
一
つ
で
す
。
本
路
線
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
お
い
て
他
地
域
へ
の
迂
回
路
と
し
て
利
用
で
き
、
地
域
住
民
へ
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
お
り
、
町
境
を
越
え
た
交
流
を
促
す
唯
一
の
路
線
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、
豪
雪
や
豪
雨
に
再
三
見
舞
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
落
石
な
ど
が
頻
繁



に
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
防
護
柵
、
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
の
整
備
の
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
の
定
期
点
検
に

よ
る
長
寿
命
化
を
図
り
、
地
域
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

・
林
道
俵
原
中
津
線
開
設
工
事
（
中
津
工
区
）

 

 
 

 
中
津
集
落
か
ら
俵
原
集
落
に
至
る
一
帯
は
豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
従
来
か
ら
盛
ん
に
林
業
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
林
道
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
、
育
林
、
営

林
作
業
お
よ
び
林
産
物
の
生
産
等
林
業
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
路
線
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
地
域
内
の
林
業
振
興
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、

集
落
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
集
落
間
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
可
能
と
し
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

 

 

(2
) 

除
雪
機
械

 

 
・
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
西
小
鹿
、
東
小
鹿
）

 

 
 
本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の
歩

道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民

自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 

(3
) 

消
防
施
設

 

・
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
井
土
）

 

 
当
該
集
落
は
、
標
高
が
高
く
、
水
量
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
火
災
時
の
初
期
消
火
に
十
分
な
水
量
が
確
保
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
防
火
用
水
槽
を
整
備
し
地

域
住
民
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

 
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
西
小
鹿
）

 

 
 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
小
さ
な
集
落
内
で
火
災
が
発
生
し
た
際
、
初
期
消
火
に
あ
た
る
自
衛
消
防
団
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
当
該
集
落
に
整
備
し

て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
整
備
し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
自
衛
消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

 

(4
) 

農
業
施
設

 

 
・
集
落
営
農
農
業
機
械
整
備
事
業
（
東
小
鹿
）

 

 
 
当
該
集
落
は
、
小
規
模
農
家
に
よ
る
水
田
が
広
が
る
農
業
振
興
地
域
で
す
。
し
か
し
、
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
農
業
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
み
各
個
人
で
は
後
継
者
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
落
営
農
と
し
て
の
農
業
機
械
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
落
単
位
で
農
業
を
支
え
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
地
域
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

 

 

(5
) 

観
光
施
設

 

 
・
小
鹿
渓
活
用
整
備
事
業

 



 
 
小
鹿
渓
は
国
指
定
の
名
勝
で
あ
り
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
本
町
の
魅
力
的
な
地
域
資
源
で
す
。
老
朽
化
し
た
遊
歩
道
の
再
整
備
等
を
行
う
こ
と
で
、

観
光
地
の
安
全
性
の
確
保
と
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
を
行
い
、
地
域
振
興
と
観
光
誘
客
を
図
り
ま
す
。

 

 

(6
) 

飲
用
水
供
給
施
設

 

・
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業
（
岩
本
）

 

 
本
町
の
簡
易
水
道
普
及
率
は
約

99
％
で
あ
り
、
給
水
施
設
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

30
年
代
か
ら
整
備
を
開
始
し
た
簡
易
水
道
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

本
管
破
裂
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
施
設
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
布
設
替
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

 
飲
料
水
の
安
定
供
給
は
地
域
住
民
が
健
康
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
本
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
簡
易
水
道
施
設
を
改
良
し
、
地
域
住
民
の
健
康
的
な

生
活
の
維
持
に
役
立
て
ま
す
。

 

 (7
) 

下
水
処
理
施
設

 

 
・
集
落
排
水
処
理
施
設
改
修
事
業
（
神
倉
、
東
小
鹿
、
西
小
鹿
）

 

 
 
山
間
部
集
落
を
中
心
と
し
て
平
成

1
0
年
代
前
後
に
整
備
し
た
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
や
処
理
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の
故
障
な
ど
で
排

水
処
理
に
支
障
を
き
た
す
事
態
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
衛
生
的
で
優
れ
た
生
活
環
境
整
備
及
び
河
川
等
の
汚
染
防
止
に
向
け
て
、
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
集
落
排

水
処
理
施
設
の
年
次
的
な
改
良
を
行
い
ま
す
。

 

  

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
小
鹿
辺
地
：
中
津
、
神
倉
、
東
小
鹿
、
西
小
鹿
、
岩
本
、
井
土
、
波
伯
山
）

 

（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 

 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内
 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 
 
考

 
施

 
 
 
設
 

 
 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路

 
 

 
 

 
 
 

町
道
井
土
線
改
良
舗
装
事
業
（
井
土
）

 
三
朝
町

 
8,
00
0
 

 
8
,
0
0
0
 

8
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
小
鹿
工
区
）

 
〃

 
80
,0
0
0
 

50
,2
0
0
 

2
9
,
8
0
0
 

2
9
,
8
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
町
道
西
小
鹿
下
荘
線
改
良
舗
装
事
業
（
西
小
鹿
）

 
〃

 
4,
00
0
 

 
4
,
0
0
0
 

4
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
林
道
若
桜
江
府
線
災
害
防
除
等
整
備
事
業
（
中
津
）
 

〃
 

16
6
,0

00
 

83
,0
0
0
 

8
3
,
0
0
0
 

8
3
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 

 
林
道
俵
原
中
津
線
開
設
工
事
（
中
津
工
区
）

 
鳥
取
県

 
13
,0
0
0
 

 
1
3
,
0
0
0
 

1
3
,
0
0
0
 
県
営
事
業

 



除
雪
機
械

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業

 

（
西
小
鹿
、
東
小
鹿
）

 
三
朝
町

 
8,
00
0
 

 
8
,
0
0
0
 

8
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
井
土
）

 
三
朝
町

 
5,
00
0
 

 
5
,
0
0
0
 

5
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
西
小
鹿
）

 
〃

 
2,
1
00

 
 

2
,
1
0
0
 

2
,
10
0
 
単
独
事
業

 

農
業
施
設

 
 

 
 

 
 
 

集
落
営
農
農
業
機
械
整
備
事
業
（
東
小
鹿
）

 
区

 
9,
00
0
 

4,
50
0
 

4
,
5
0
0
 

4
,
5
0
0
 
単
独
事
業

 

観
光
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
小
鹿
渓
活
用
整
備
事
業

 
三
朝
町

 
33
,8
0
0
 

14
,6
0
0
 

1
9
,
2
0
0
 

1
9
,
2
0
0
 
県
補
助

 

飲
用
水
供
給
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業
（
岩
本
）

 
三
朝
町

 
8,
00
0
 

 
8
,
0
0
0
 

8
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

下
水
処
理
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
排
水
処
理
施
設
改
修
事
業

 

（
神
倉
、
東
小
鹿
、
西
小
鹿
）

 
三
朝
町

 
50
,0
0
0
 

23
,5
0
0
 

2
6
,
5
0
0
 

2
6
,
5
0
0
 
単
独
事
業
、
補
助
事
業

 

計
 

 
38
6,
9
00

 
17
5,
8
00

 
2
1
1
,
1
0
0
 

2
1
1
,
1
0
0
 

 

 



高
勢
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 
 

 
 
高
勢
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
5
7
人

 
 
面
積

 
2
1
.
7
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
) 

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
福
吉
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
鉛
山

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 
 

 
 

 
 

 
 
太
郎
田

 

 
(3

)
  
辺
地
度
点
数

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

13
8
 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

 
(1

)
 
道
路
整
備

 

 
  
ア
．
町
道

 

・
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
実
光
工
区
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
高
勢
地
区
と
小
鹿
地
区
を
結
ぶ
路
線
で
す
が
、
急
峻
な
山
あ
い
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
切
土
の
法
面
が
多
く
、
開
設
か
ら

4
0
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る

う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の

通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 

イ
．
林
道

 

・
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
福
吉
工
区
）

 

 
本
林
道
は
、
地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
山
地
の
有
効
活
用
と
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
林
業
の
施
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
、
安
定
を
目
指
し
、
ま
た
、
広
域

的
な
道
路
と
し
て
点
在
す
る
集
落
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

し
か
し
、
開
設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 ウ
．
橋
り
ょ
う

 

・
林
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
福
吉
）

 

 
 

 
本
町
で
は
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
順
次
調
査
し
計
画
的
に
修
繕
な
ど
実
施
し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
地
域
に
架
か
る
橋
は
、



設
置
か
ら

3
0
年
以
上
経
過
し
橋
脚
部
分
な
ど
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
な
ど
危
険
な
状
態
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
に
集
落
内
の
橋
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
橋

の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
必
要
な
箇
所
を
改
善
し
ま
す
。

 

 

 (
2)

 
除
雪
機
械

 

・
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
柿
谷
、
実
光
）

 

本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住

民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 

(3
) 

飲
用
水
供
給
施
設

 

・
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業
（
柿
谷
）

 

 
本
町
の
簡
易
水
道
普
及
率
は
約

99
％
で
あ
り
、
給
水
施
設
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

30
年
代
か
ら
整
備
を
開
始
し
た
簡
易
水
道
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

本
管
破
裂
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
施
設
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
布
設
替
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

 
飲
料
水
の
安
定
供
給
は
地
域
住
民
が
健
康
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
本
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
簡
易
水
道
施
設
を
改
良
し
、
地
域
住
民
の
健
康
的
な

生
活
の
維
持
に
役
立
て
ま
す
。

 

 ３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
高
勢
辺
地
：
福
吉
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
鉛
山
）

 

（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
）

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 

 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内
 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 
 
考

 
施

 
 
 
設
 

 
 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路

 
 

 
 

 
 
 

 
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
実
光
工
区
）

 
三
朝
町

 
80

,0
0
0
 

50
,2
0
0
 

2
9
,
8
0
0
 

2
9
,
8
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
福
吉
工
区
）
 

〃
 

12
,0
0
0
 

6,
00
0
 

6
,
0
0
0
 

6
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 

 
林
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
福
吉
）

 
〃

 
14
,0
0
0
 

7,
00
0
 

7
,
0
0
0
 

7
,
0
0
0
 
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
柿
谷
、
実
光
）
 

三
朝
町

 
5,
00
0
 

 
5
,
0
0
0
 

5
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

飲
用
水
供
給
施
設

 
 

 
 

 
 
 



 
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業
（
柿
谷
）

 
三
朝
町

 
50
0
 

 
5
0
0
 

5
0
0
 
単
独
事
業

 

計
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1
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00
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,2
0
0
 

4
8
,
3
0
0
 

4
8
,
3
0
0
 
単
独
事
業

 

 



竹
田
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 
 
竹
田
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
4
5
6
人

 
 
面
積

 
8
2
.
9
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
) 

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
大
谷
、
三
軒
屋
、
田
代
、
下
畑
、
下
西
谷
、
上
西
谷
、
福
本
、
福
山

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 
 

 
 

 
 

 
 
穴
鴨

 

 
(3

)
  
辺
地
度
点
数

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

10
3
 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
) 

道
路

 

 
ア
．
町
道

 

 
 
・
町
道
大
谷
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 

当
路
線
は
県
境
を
越
え
岡
山
県
と
交
流
を
促
す
役
割
を
持
っ
た
路
線
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
集
落
が
孤
立
し
な
い
た
め
の
迂
回
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
当
路
線
は
幅
員
が
狭
く
し
か
も
急
勾
配
の
屈
曲
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
通
行
に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
豊
か
な

生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
当
路
線
の
改
良
舗
装
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

・
町
道
福
本
本
線
改
良
事
業
（
福
本
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
福
本
集
落
か
ら
国
道
を
結
ぶ
町
道
で
あ
り
、
唯
一
の
生
活
道
路
で
す
が
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
路
面
の
陥
没
や
舗
装
面
の
劣
化
な
ど
が
み
ら
れ
、
車
両
の
通

行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
肩
の
補
強
、
路
面
及
び
路
盤
の
改
良
工
事
を
行
い
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

 
 
・
町
道
高
清
水
高
原
線
災
害
防
除
・
改
良
事
業
（
木
地
山
工
区
）

 

 
 

 
木
地
山
集
落
は
、
岡
山
県
と
中
国
山
地
で
接
す
る
本
町
の
最
奥
部
集
落
の
一
つ
で
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
著
し
い
集
落
で
す
。
本
線
は
、
従
来
、
国
道
と
し
て
本
町
と
岡
山
県

を
往
来
す
る
た
め
に
利
用
し
て
お
り
、
現
在
は
、
町
道
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
等
で
人
形
峠
付
近
の
国
道
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
迂
回
路
と
し
て
地
域
は
も
と
よ
り
、
町
や

県
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
町
道
で
す
。
し
か
し
、
当
路
線
は
急
勾
配
の
屈
曲
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
お
よ
び
改
良
を
実
施
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

  
 
イ

.林
道

 

 
 
・
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
大
谷
工
区
、
加
谷
工
区
）

 



 
 

 
加
谷
・
大
谷
地
区
は
、
周
囲
を
豊
富
な
森
林
資
源
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
本
町
の
林
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
両
地
区
を
結
ぶ
林
道
に
つ
い
て
開

設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全

施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
当
路
線
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
帯
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
林
業
作
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
と
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

 

 
 
・
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
木
地
山
工
区
）

 

 
 

 
本
林
道
は
、
地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
山
地
の
有
効
活
用
と
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
林
業
の
施
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
、
安
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
谷
と
谷
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
便
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
開
設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し

通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
 

  
 
ウ

.橋
り
ょ
う

 

 
 
・
町
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
穴
鴨
、
上
村
、
巣
ノ
谷
）
、
林
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
大
杉
、
余
川
）

 

 
 

 
本
町
で
は
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
順
次
調
査
し
計
画
的
に
修
繕
な
ど
実
施
し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
地
域
に
架
か
る
橋
は
、

設
置
年
の
不
明
な
橋
梁
も
多
く
橋
脚
部
分
な
ど
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
な
ど
危
険
な
状
態
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
に
集
落
内
の
橋
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
橋

の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
必
要
な
箇
所
を
改
善
し
ま
す
。

 

 

(2
) 

除
雪
機
械

 

 
・
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
下
畑
、
木
地
山
、
穴
鴨
）

 

 
 
本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の
歩

道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民

自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 

(3
) 

消
防
施
設

 

・
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
穴
鴨
）

 

 
当
該
集
落
に
は
、
防
火
水
槽
は
無
く
、
防
火
用
水
は
河
川
か
ら
取
水
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
国
道
を
横
切
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
安
全
に
取
水
で
き
な
い
た
め
、

集
落
内
に
防
火
水
槽
を
整
備
し
、
地
区
住
民
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

 
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
加
谷
）

 

 
 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
小
さ
な
集
落
内
で
火
災
が
発
生
し
た
際
、
初
期
消
火
に
あ
た
る
自
衛
消
防
団
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
当
該
集
落
に
整
備
し

て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
く
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
整
備
し
、
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
自
衛
消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 



 

(4
) 

飲
用
水
供
給
施
設

 

・
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業
（
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
下
西
谷
、
下
畑
）

 

 
本
町
の
簡
易
水
道
普
及
率
は
約

99
％
で
あ
り
、
給
水
施
設
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

30
年
代
か
ら
整
備
を
開
始
し
た
簡
易
水
道
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

本
管
破
裂
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
施
設
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
布
設
替
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

 
飲
料
水
の
安
定
供
給
は
地
域
住
民
が
健
康
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
本
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
簡
易
水
道
施
設
を
改
良
し
、
地
域
住
民
の
健
康
的
な

生
活
の
維
持
に
役
立
て
ま
す
。

 

 (5
) 

下
水
処
理
施
設

 

 
・
集
落
排
水
処
理
施
設
改
修
事
業
（
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
下
畑
）

 

 
 
山
間
部
集
落
を
中
心
と
し
て
平
成

1
0
年
代
前
後
に
整
備
し
た
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
や
処
理
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
施
設
の
故
障
な
ど
で
排

水
処
理
に
支
障
を
き
た
す
事
態
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
衛
生
的
で
優
れ
た
生
活
環
境
整
備
及
び
河
川
等
の
汚
染
防
止
に
向
け
て
、
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
集
落
排

水
処
理
施
設
の
年
次
的
な
改
良
を
行
い
ま
す
。

 

 

３
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
竹
田
辺
地
：
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
大
谷
、
三
軒
屋
、
田
代
、
下
畑
、
下
西
谷
、
上
西
谷
、
福
本
、
福
山
）

 

（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 

 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内
 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 
 
考

 
施

 
 
 
設
 

 
 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路

 
 

 
 

 
 
 

 
町
道
大
谷
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 
三
朝
町

 
20
,0
0
0
 

 
2
0
,
0
0
0
 

2
0
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
町
道
福
本
本
線
改
良
事
業
（
福
本
）

 
〃

 
18
,0
0
0
 

11
,3
0
0
 

6
,
7
0
0
 

6
,
7
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
町
道
高
清
水
高
原
線
災
害
防
除
・
改
良
事
業
（
木
地

山
工
区
）

 
〃

 
12
0,
0
00

 
75
,3
0
0
 

4
4
,
7
0
0
 

4
4
,
7
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
加
谷
工
区
）

 
〃

 
20
,0
0
0
 

10
,0
0
0
 

1
0
,
0
0
0
 

1
0
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 

 
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
大
谷
工
区
）

 
〃

 
16
,0
0
0
 

8,
00
0
 

8
,
0
0
0
 

8
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 

 
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業

 

（
木
地
山
工
区
）

 
〃

 
8,
00
0
 

4,
00
0
 

4
,
0
0
0
 

4
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 



 
町
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
穴
鴨
、
上
村
、
巣
ノ
谷
）
 

〃
 

11
,0
0
0
 

6,
90
0
 

4
,
1
0
0
 

4
,
1
0
0
 
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

 

 
林
道
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
大
杉
、
余
川
）

 
〃

 
14
,0
0
0
 

7,
00
0
 

7
,
0
0
0
 

7
,
0
0
0
 
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

 

除
雪
機
械

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業

 

（
下
畑
、
木
地
山
、
穴
鴨
）

 
三
朝
町

 
9,
00
0
 

 
9
,
0
0
0
 

9
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
穴
鴨
）

 
三
朝
町

 
8,
00
0
 

 
8
,
0
0
0
 

8
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
加
谷
）

 
〃

 
2,
10
0
 

 
2
,
1
0
0
 

2
,
1
0
0
 
単
独
事
業

 

飲
用
水
供
給
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
簡
易
水
道
施
設
改
修
事
業

 

（
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
下
西
谷
、
下
畑
）

 
三
朝
町

 
26
,9
0
0
 

 
2
6
,
9
0
0
 

2
6
,
9
0
0
 
単
独
事
業

 

下
水
処
理
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
排
水
処
理
施
設
改
修
事
業

 

（
木
地
山
、
加
谷
、
穴
鴨
、
下
畑
）

 
三
朝
町

 
50
,0
0
0
 

23
,5
0
0
 

2
6
,
5
0
0
 

2
6
,
5
0
0
 
単
独
事
業
、
補
助
事
業

 

計
 

 
32
3
,0

00
 

14
6,
0
00

 
1
7
7
,
0
0
0
 

1
7
7
,
0
0
0
 

 

  


